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論文審査の要旨 

 

DIC は基礎疾患や重症度により凝固能/線溶能が変化する。包括的な凝固能と線溶能を同

時に評価可能な凝固線溶波形解析(CFWA)、トロンビン/プラスミン生成試験(T/P-GA)を

用いて敗血症性 DIC 57 例を解析した。パラメータは、CFWA は最大凝固速度(|min1|)、

最大線溶速度(|FL-min1|)を用い、T/P-GA の凝固能は T-peak、線溶能は P-peak を用い、そ

れぞれ対正常血漿比で評価した。|min1|-R と T-peak-R、|FL-min1|-R と P-peak-R は強い相

関性がみられ(P <0.001）、CFWA は T/P-GA のバランスを良好に反映していた。 

公聴会では、今回発表された、凝固能/線溶能の評価系を用いた DIC の病型分類に対し

て、臨床的に広く普及するためには、どのような戦略が考えられるか？が議論となった

が、大西氏は、この方法は現在広く使用されている aPTT 試薬に tPA を添加するだけで、

既存の自動凝固測定装置で測定可能であることを示し、広く臨床応用可能であることを

強調された。また、病型分類のカットオフ値の妥当性に対する質問に対しては、実際 type2

の均衡型ではカットオフの設定が困難であり、さらに症例を増やしての解析が必要であ

ると回答された。また、敗血症での観察される DIC は type1 の凝固優位型が多いことを

示され、敗血症に続発する DIC の治療戦略への応用可能性を示された。また、本凝固能

/線溶能の評価系が、DIC の治療効果判定にも有効であることを示唆された。 

研究結果は、DIC の病型分類上極めて有効で、臨床的に意義深いものであるが、質疑応

答も大変的確であり、学位研究として価値のあるものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに発達 ・成育医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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